
          

 

 

 

 

 

 

 
研究発表会 

「主体的に学習に取り組む生徒の育成」 
～学習者用端末の活用や小グループ活動を通して～ 

 
校長 堀 井 賢 治 

 

２月となり、寒さも厳しくなってきました。インフルエンザ等の感染症に罹患する生徒も増えて

います。学校内での感染者が増えないように、基本的な感染対策（手洗いうがい、換気等）を進め

ていますが、ご家庭でもご協力をお願いします。 

さて、以前から学校便り等でお伝えしていましたが、本校は、令和４年度・５年度の２年間、小

平市教育委員会の研究指定を受けて、表題にあるテーマで研究を進めていました。本研究の成果等

について、１月２６日（金）に研究発表会にて報告させていただきました。研究発表会で他校の先

生たちに私が一番見ていただきたかったのは、５校時の授業でした。学年ごとに授業研究を積み重

ねてきた成果がこの５校時の授業に表れています。５校時の授業を見て花南中の良さを知ってほし

いと思いました。研究発表会の直前となった先日の朝礼（１月２２日）では、生徒の皆さんに向け

て、『私の自慢の先生が授業をし、自慢の生徒の皆さんを見ていただくことができて嬉しいです。

いつも通りですが、来校した方に「主体的に学習する生徒の姿」をぜひ見せてください。』という

話をしました。当日はすべての授業を見ましたが、授業を行っている先生や授業に参加している生

徒の皆さんの生き生きとした表情を見てとても誇らしく思いました。 

研究発表会に参加した他校の先生からの感想の一部を紹介します。 

・一番の印象は、生徒の表情の良さでした。魅力ある授業内容もありますが、小グループの活動

を授業でいかして生徒同士の関係性や意見交換できる授業づくりの効果だと感じます。生徒の

意欲やクラス内での安心感につながっている大きな成果が授業に表れていました。 

・どの教科も生徒が落ち着いていて授業に取り組んでいました。授業の流れや目的がわかりやす

く、小グループの時には生徒が積極的に学ぶ姿を見ることができました。 

・一人一人の生徒の表情や姿勢から、自分の意思をもち、自立する様子が感じられました。特に、

３年生は１，２年生のよき見本となっていることが想像できました。 

・先生が笑顔で生徒たちと授業を楽しんでいる様子を見てとても嬉しくなりました。 

・小グループの意見交換が日常であることがわかる活発な活動を見ることができました。 

将来の予測が困難な時代をこれから生きていくために、ときには他者と協働しながら「主体的に」

考えたり、行動したりする力が必要になっていくと思います。生徒の皆さんにそのような力が身に

付いていくことを願っています。 
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【吹奏楽部】 

第 57 回東京都中学校アンサンブルコンテスト 

銀賞 

管楽七重奏 「風之舞」 
 
２年生 女子生徒７名 
 

 

 部活動等の活躍！ 

 

 

【 ２月の予定 】 

 

 
☆１月のトピックス☆   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行事予定等 備考 日 曜日 行事予定等 備考

２/1 木 開校記念日・各委員会　都立一次及び分割前期出願(3年) 2/16 金 避難訓練 SSW
2 金 学校経営協議会 SSW 17 土
3 土 18 日
4 日 19 月 生徒朝礼
5 月 全校朝礼・安全指導・代表委員会 20 火 SC SSW
6 火 新入生体験入学リハーサル SC SSW 21 水 都立一次及び分割前期学力検査等(3年)　職員会議　放課後学習教室

7 水 新入生体験入学 22 木 放課後学習教室
8 木 劇と音楽の会リハーサル(7組) 23 金 天皇誕生日
9 金 劇と音楽の会(7組)　漢検 SSW 24 土

10 土 私立一般入試始 25 日
11 日 建国記念の日 26 月 学年末テスト始
12 月 27 火 学年末テスト終 SC SSW
13 火 SC SSW 28 水 研修会　放課後学習教室
14 水 放課後学習教室 29 木

15 木 ※備考欄　SC…ｽｸｰﾙカウンセラー　ＳＳＷ…スクールソーシャルワーカー　勤務予定日

スキー移動教室 １年生（1/15～17） 

 例年よりも暖かい日が続いていることから、スキー場では雪不足が心配されました。能登半

島地震で被災されている方のことを考えると、少しでも暖かい気候であってほしいと思います

が、スキー教室直前は現地に行ってどうなるのか気になっていました。 

いざ当日を迎え、宿舎としてお世話になる菅平高原スイスホテルに到着すると、一面雪景色 

でした。インストラクターの代表の方からは、「前日の夜からの雪で、ゲレンデの雪の状態は

最高です。ただ、とても寒いです。」という話がありました。 

 「Let’s enjoy！ 花南スキーヤー ～助ける・たたえ合う・頼もしく～」 

というスローガンのもと、宿泊を伴う集団生活とスキー実習を通じて、生徒たちは大きく成長

しました。１学年という集団としても、助け合う・たたえ合うというスローガンにあるような

行動が見られ、頼もしくなって２年生を迎えられそうです。 

 ２日間の寒さに耐え、講習を続けたご褒美のように３日目は快晴となりました。初心者の生

徒も３日目には、ゲレンデを颯爽と滑ることができるようになっていました。とても気持ちが

よかったと思います。自分の成長を感じて、忘れられない思い出となったのではないでしょう  

か。「Let’s enjoy！ 花南スキーヤー」みんなカッコよかったです。 

 


